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第57回 救急隊員学術研究会 プログラム

10：00～10：50　第１会場（ベイシア　1F大ホール）
演者：高柳　　亮　公益社団法人前橋市医師会／前橋協立診療所	

� 座長：埼玉西部消防局　嶋﨑　英正

10：50～11：50　第１会場（ベイシア　1F大ホール）
演者：郡山　一明　一般財団法人救急振興財団　救急救命九州研修所	

� 座長：前橋市消防局　萩原　精一

14：10～15：20　第１会場（ベイシア　1F大ホール）
座長：藤塚　健次　前橋赤十字病院　高度救命救急センター　集中治療科・救急科
　　　小池　真樹　前橋市消防局　警防課�

TPD-1 たかさき消防共同指令センターにおける本白根山噴火災害の覚知と初動対応
たかさき消防共同指令センター　篠原　浩典

TPD-2 本白根山噴火災害活動報告
吾妻広域消防本部警防課指揮隊　宮下　裕之

TPD-3 本白根山噴火災害に対する群馬県内応援隊活動報告
前橋市消防局中央消防署　須田　常見

TPD-4 �災害医療　活動報告　本白根山噴火対応救急医療�
～現地本部における DMAT としての活動～

利根中央病院　関原　正夫
TPD-5 草津本白根山噴火災害　医療本部活動

前橋赤十字病院  高度救命救急センター  集中治療科・救急科　藤塚　健次

教育講演１
前橋市における在宅医療・救急医療連携の現状と課題

前橋市在宅医療・救急医療連携推進ワーキンググループの取り組み

教育講演２
我々は現場学を創り得るか―事前操法ではなく事後データから―

パネルディスカッション
本白根山噴火対応救急医療活動報告
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第２会場 （ベイシア　2F	小ホール）	

10：00～10：55　調査・研究・検証１（救急救命処置等と現場活動）	

座　長：清水　宏行  桐生市消防本部　桐生消防署　消防司令補
助言者：関原　正夫  利根中央病院　副院長／救急科部長
T1-1 � 低血糖症例の検討

上尾市消防本部　古川　一成
T1-2 � 二次救急搬送された低血糖傷病者の意識レベルと搬送中の変化について

東京消防庁　洲藤　栄男
T1-3 � アドレナリン投与について

群馬県前橋市消防局中央消防署千代田分署　山田　　靖
T1-4 � アナフィラキシーショックに対するアドレナリンの迅速投与について

松本広域消防局  穂高消防署　古畑　悠治
T1-5 � ７歳男児のアナフィラキシー症状に対し、エピペンを投与した症例

川崎市消防局  幸消防署  加瀬出張所　手塚　達也
T1-6 � 現場滞在時間と血液検査の関係性

東京消防庁  救急部  救急管理課　玉井　大和
T1-7 � 日本 DMAT として台風15号の被災地に出場した事案の報告について

東京消防庁救急部  救急管理課  武蔵野赤十字病院  委託研修生　藤原　悠矢

救 急 隊 員

一　般　演　題
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10：55～11：50　調査・研究・検証２（医師出場、多数傷病者対応）	

座　長：大井田　誠  高崎市等広域消防局　高崎東消防署　係長
助言者：小橋　大輔  前橋赤十字病院　高度救命救急センター　集中治療科・救急科
T2-1 � 自損事案でドクターカーと連携して活動した症例

川崎市消防局　矢島　進吾
T2-2 � 喘息重積発作から緊張性気胸、医師搬送から早期の脱気に成功した症例

太田市消防本部  西部消防署　石村　貴男
T2-3 � 北里大学病院におけるドクターカーの現状と課題

北里大学病院  救命救急・災害医療センター　諸星　　茜
T2-4 � �地域性を考慮したドクターヘリ、ワークステーション救急隊との効果的な連携活動モデル

の試作について
川越地区消防組合　久保田樹広

T2-5 � 小規模消防本部が多数傷病者対応訓練から得られた５つ
岳南広域消防本部　望月　寛文

T2-6 � 埼玉県東部地域における簡易的トリアージ情報管理システム（QRcodeDTT）展開の試み
東京女子体育大学  運動医学　山田浩二郎

T2-7 � 外国籍傷病者による多数傷病者事案から見えた現状と課題
太田市消防本部  大泉消防署　櫻井　辰悟

14：15～15：10　調査・研究・検証３（通報、普及、観察）	

座　長：今井　　諭  前橋市消防局　北消防署白川分署　消防司令補
助言者：山本　理絵  太田記念病院　救急科部長
T3-1 � 指令員の救急に関する教育及び訓練の取り組みと効果

稲敷広域消防本部　風野　　卓
T3-2 � さいたま市の指令管制員による口頭指導の現況とバイスタンダー CPR の現状及び課題

さいたま市消防局  警防部  指令課　菊地　秀穂
T3-3 � ツクツク見守りたい（救急医療情報便）を有効活用するために

つくば市消防本部  中央消防署  並木分署　三上　亜祐
T3-4 � �周産期コーディネーターと複数救急隊の連携による母体，新生児搬送事例～周産期病院前

救護教育の取り組みと効果～
稲敷広域消防本部  牛久消防署　椎名　猛美

T3-5 � 観察に基づく評価（アセスメント）能力向上のための取り組み
伊勢崎市消防本部  警防課　前原　　武

T3-6 � �出血性脳卒中の病院選定的確率改善に対する雷鳴頭痛の概念を踏まえた情報聴取教育の効
果

茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部　戸塚　武美
T3-7 � 11歳女児がくも膜下出血であった症例

川崎市消防局  多摩消防署  救急係　関口　陽介
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15：10～16：05　症例検討（ピットホール）	

座　長：都丸　健一  渋川広域消防本部　渋川消防署本署　救急係長
助言者：小池　俊明  高崎総合医療センター　救急科部長
T4-1 � 過呼吸症状を主訴とした非典型的 AMI 症例を経験して

戸田市消防本部　須藤　達也
T4-2 � 救急活動において重症熱中症を疑うも消化管穿孔と診断された１例

東京消防庁　馬場　幸樹
T4-3 � 頸部痛を訴えた傷病者が大動脈損傷を呈していた一例

川崎市消防局  臨港消防署  警防第２課  臨港救急隊　上田　拓矢
T4-4 � 「人食いバクテリア（劇症型溶血性レンサ球菌感染症）症例を経験して」

川越地区消防組合　上原　健太
T4-5 � 嘔吐と下痢を呈し二次医療機関へ搬送したが、急性心筋梗塞と診断され転送された一例

埼玉西部消防局　木下　和也
T4-6 � 肺血栓塞栓症をアンダートリアージしないために

東京消防庁　野原　謙司
T4-7 � 肺血栓塞栓症に対する救急隊の対応について

群馬県前橋市消防局  中央消防署  千代田分署  第２救急隊　金子　賢聖

16：05～17：00　調査・研究・検証４（資機材、活動）	

座　長：石村　貴男  太田市消防本部　西部消防署　消防司令補
助言者：町田　浩志  前橋赤十字病院　高度救命救急センター　集中治療科・救急科
T5-1 � 救急活動の質向上のために指導救命士を活用する（気道確保器具）

石橋地区消防組合　北村　浩一
T5-2 � 夏季救急活動時における乳酸リンゲル液の品質管理についての検証

東京消防庁  板橋消防署　金井　城治
T5-3 � 救急現場の搬出中における用手と自動心マッサージ器による胸骨圧迫の比較

館林地区消防組合　山口　崇朝
T5-4 � 自動胸骨圧迫器を使用した CPA 活動について

伊勢原市消防本部　齋藤　和貴
T5-5 � 駅・高層階等の移動時間を要する心肺停止傷病者に対する現場活動について

さいたま市消防局  大宮消防署  大成出張所　大越　勇規
T5-6 � 救急隊員における呼吸観察の現状と課題

南那須地区広域行政事務組合消防本部　平野　悦之
T5-7 � 第三者による銃創事案について

川崎市消防局　塩田　利招
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17：00～17：30　調査・研究・検証５（その他）	

座　長：吉田　　光  伊勢崎市消防本部　伊勢崎消防署　救急係長
助言者：澤田　悠輔  群馬大学大学院医学系研究科　救急医学
T6-1 � 市民への女性救急隊員アンケート

埼玉県央広域消防本部　藤澤　千明
T6-2 � 防犯ブザーの救急的活用という取組の開始について

桐生市消防本部　齋藤　友善
T6-3 � 救命講習会受講者のバイスタンダー CPR と生存率の関連性

埼玉県央広域消防本部　百々瀬　稔
T6-4 � 教育機関への心肺蘇生教育導入を目的とした官民協働事業について

前橋市消防局  中央消防署  千代田分署　金井　俊樹


